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令和７年３月新規高等学校卒業予定者の求人・求職状況（令和６年７月末現在） 

～求人倍率 1.95 倍 平成元年度以降最高値～ 

 

鹿児島労働局（局長 永野 和則）では、令和７年３月新規高等学校卒業予定者の求人・

求職状況などの把握のための調査を行い、令和６年７月末現在の状況を取りまとめました

ので公表します。 

 

【結果の概要】 

 

〇 求 人 数 6,171 人１対前年同月比 2.5％（161 人）減※１ 

〇 求 職 者 数 3,162 人１同 2.9％（95 人）減 ※２ 

〇 求 人 倍 率 01.95 倍１同 0.01 ポイント増 ※３ 
 

 

※1. 求人数は、鹿児島県内で受理したものを計上しています。 

※2. 求職者数は、学校やハローワークからの職業紹介を希望する生徒です。 

※3. 求人倍率は、厚生労働省発表に合わせて全求職者と県内求人により算出しています。 

 

 

  ９月５日から学校が企業への生徒の応募書類の提出を開始し、９月１６日

から企業による選考・採用内定が始まります。 

  鹿児島労働局・各公共職業安定所では、今年度も学校等関係機関と連携

し、一人でも多くの生徒が希望どおりに就職できるよう支援します。 

  次回は９月末現在の求人・求職・就職内定状況などを取りまとめて公表

する予定です（１０月下旬公表予定）。 

令和６年８月 30 日 

【照会先】 

鹿児島労働局職業安定部 訓練課 

課  長  金田 知之（内線 120） 

課長補佐  山元 洋子（内線 121） 

電  話  099-219-8711 



鹿児島労働局

計 男 女 計 男 女 人数 増減率・P

1 求 人 数 6,171 6,332 ▲161 ▲2.5%

2 求 職 者 数 3,162 1,762 1,400 3,257 1,810 1,447 ▲95 ▲2.9%

う　ち　県　内　⑴ 1,770 920 850 1,935 1,019 916 ▲165 ▲8.5%

う　ち　県　外　　 1,392 842 550 1,322 791 531 70 5.3%

求職者数に占める
県内求職者数の割合

【　⑴ / ２　】
56.0% 52.2% 60.7% 59.4% 56.3% 63.3% － ▲3.4P

求 人 倍 率

【 １ / ２ 】

＊求人数は、県内のハローワークで受理した求人数です。

＊求職者数は、学校又はハローワークの紹介を希望する生徒の状況です。

＊自営・縁故就職・公務員への応募等、学校の紹介によらない就職希望者は含まれていません。

新規高等学校卒業者の求人・求職・就職の状況
〈 令 和 7 年 3 月 卒 業 予 定 者 〉

区　　　　　　　分
令和6年7月末現在

前年同期
（令和5年7月末現在）

対前年

－ 0.01P3 1.95 1.94



鹿児島労働局

　　＊　求人数は、県内のハローワークで受理した求人数です。

　　＊　求職者数は、学校又はハローワークの紹介を希望する生徒の状況です。

平成27年度

（28年3月卒）

平成28年度

（29年3月卒）

平成29年度

（30年3月卒）

平成30年度

（31年3月卒）

令和元年度

（2年3月卒）

令和2年度

（3年3月卒）

令和3年度

（4年3月卒）

令和4年度

（5年3月卒）

令和5年度

（6年3月卒）

令和6年度

（7年3月卒）

求人数 3,521 3,828 4,888 5,536 5,536 4,527 5,333 6,141 6,332 6,171

求職者数 4,252 4,023 4,154 4,186 4,138 3,566 3,349 3,329 3,257 3,162

求人倍率 0.83 0.95 1.18 1.32 1.34 1.27 1.59 1.84 1.94 1.95
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高校新卒者の求人数・求職者数・求人倍率の推移 （各年７月末現在）

求人数 求職者数 求人倍率

※ 各年5月15日時点で、各学校を通じて把握した卒業予定者数を計上

（参考）卒業年次の生徒数

平成27年度
（28年3月卒）

平成28年度
（29年3月卒）

平成29年度
（30年3月卒）

平成30年度
（31年3月卒）

令和元年度
（2年3月卒）

令和2年度
（3年3月卒）

令和3年度
（4年3月卒）

令和4年度
（5年3月卒）

令和5年度
（6年3月卒）

令和6年度
（7年3月卒）

15,991 15,734 15,431 15,695 15,387 14,931 14,723 14,386 13,944 13,994
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高校生の就職活動のルール
高校生の職業紹介は、安定所と学校との連携により実施しており、国（厚労省、文科省）、高校
（全国高等学校長協会）、主要経済団体（日本経団連、日本商工会議所、全国中小企業団体中央
会）の申し合わせにより、以下のとおり求人の手続きや応募のスケジュール等が厳格に定められて
います。鹿児島県の就職慣行（１人２社応募の解禁時期等など）は、鹿児島県高等学校就職問題検
討会議で決定される。
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採
用
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不
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（
次
の
応
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へ
）

※日程は令和６年度の場合

６月１日

７月１日

７月１日

９月５日

就業開始は卒業後

求人を閲覧するため
のパスワードは安定
所から各高校に配付

一定期間は１人１社の
応募が原則（複数応募
解禁時期は地域ごとに
異なる）

卒業までに内定が
得られるよう、学校
との連携により
就職支援ナビゲー
ターが支援

高校生が事業所に提
出するのは「統一応
募用紙」（履歴書及
び調査書）のみ

⑧
選
考
・
内
定
開
始

９月16日

夏休み期間など、
進路担当教諭と
調整の上で学校
行事日程への影
響の少ない日時
に設定






